
「減圧室の事故」について」 

Q.減圧室に健康効果はあるのか？ 

 

私たちの体は、標高が高く、圧力が低い所では、以下のような変化を通して環境に順応していきます。 

 

●呼吸数の増加  ●赤血球数の増加  ●毛細血管の拡張  ●ミトコンドリアの増加 

 

このような変化を通して、体は、高地でもたくさんの酸素を体に取り込めるように適応するのです。 

しかし、このような適応反応が完成するには、数週間から数十日もの長い期間、高山の環境に居続ける

必要があります。 

※アスリートが、心肺機能を高めるために何週間も高山トレーニングを行うのはこのためです。 

 

減圧室内で、もっとも低い気圧にさらされる時間は、わずか 15〜20 分程度です。 

その時間が終わると、再び通常の気圧に戻ります。 

したがって、心肺機能を高め血行を促進する効果がある可能性は否定できませんが、その効果は 

極めて限定的であると思わざるをえず、一般の方には非常にリスクの高い低圧の環境と考えられます。 


